
産総研医療機器等関連技術カタログ制作にあたって

　医療機器の開発初期段階から事業化に至るまで切れ目なく支援する「医療機器開発支援ネッ
トワーク」が平成26年10月から運用されています。産総研は、医療機器開発支援ネットワー
クを構成する専門支援機関の一つとして先端研究から製品開発までの技術開発を支援いたしま
す。
　産総研は、我が国最大級の公的研究機関として日本の産業や社会に役立つ技術の創出とその
実用化や、革新的な技術シーズを事業化に繋げるための「橋渡し」機能に注力しています。医
療機器等の要素技術から製品化に近い技術までの幅広い技術とともに、薬事規制を踏まえたア
ドバイスが可能なPMDA審査経験者が多数在籍しています。医療機器開発支援ネットワークを
通して新たな医療機器等の創出に貢献してまいります。
　本カタログは、産総研の医療、再生医療、材料、介護、福祉、ヘルスケア関連の技術及びこ
れらの企画・開発から製品化までに役立つ技術を集めました。企業の皆様、地域支援機関の皆様、
公設試験研究所の皆様にご活用頂き、医療機器開発の一助となれば幸いです。
　今後とも、皆様方がより大きな成果を得られる事を祈念いたします。
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ル
セ
ン
サ
に
よ
る
姿
勢
・
呼
吸
・
心
電
の
検
知

印
刷
製
造
可
能
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
デ
バ
イ
ス

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
有
機
電
子
デ
バ
イ
ス
を
透
明
に

新
規
印
刷
法
提
案
と
マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
の
印
刷
形
成

超
微
細
回
路
を
簡
便
・
高
速
・
大
面
積
に
印
刷
で
き
る
新
原
理
の
印
刷
技
術

生
体
分
子
の
高
度
輸
送
・
分
離
を
実
現
す
る
脂
質
ナ
ノ
デ
ィ
ス
ク
技
術

二
酸
化
炭
素
中
で
布
を
プ
レ
ス
す
る
だ
け
で
多
孔
体
を
作
製

光
照
射
で
効
率
的
に
発
熱
す
る
ナ
ノ
コ
イ
ル
状
の
新
素
材

水
に
応
答
し
て
内
容
物
を
放
出
す
る
新
規
の
有
機
ナ
ノ
カ
プ
セ
ル

ナ
ノ
や
マ
イ
ク
ロ
厚
薄
膜
の
機
械
的
特
性
評
価
手
法

高
分
子
の
高
耐
久
化
に
資
す
る
材
料
評
価
技
術

材
料
表
面
の
微
量
元
素
を
検
出
す
る
レ
ー
ザ
ー
技
術

軽
く
て
強
い
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
多
孔
体
の
製
造
法

セ
ラ
ミ
ッ
ク
基
板
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
接
合
技
術

ページ番号 70 8 73 74 75 82 96 79 80 104 105 106 90 95

製
品
に
応
用
で
き
る
技
術

診断機器
検査機器

手術・治療機器 〇 〇 〇
再生医療
介護・福祉 〇

ヘルスケア（健康・予防） 〇 〇
材　料 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

ウエアラブル・IoT・素子 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎
セキュリテ技術 〇

ニ
ー
ズ
探
索
か
ら
上
市
に
至
る

過
程
で
応
用
で
き
る
技
術

ニーズ
探索

ビッグデータ・AI
センシング

設計・シミュレーション
評価 〇 ◎

製造
加工・組立 〇 〇 〇 〇 〇
自動化

品質
標　準
製品検査 ※

産総研技術の領域別分類マトリックス表



材料・化学領域 エネルギー・環境領域

ナ
ノ
材
料
R
I

無
機
機
能
材
料
R
I

無
機
材
料
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
R
C

安
全
科
学
R
I

環
境
管
理
R
I

褐
色
脂
肪
組
織
造
影
の
た
め
の
C
N
T
近
赤
外
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ

導
電
性
高
分
子
に
よ
る
熱
電
材
料

グ
ラ
フ
ェ
ン
を
透
明
電
極
に
用
い
た
有
機
E
L
素
子

液
中
レ
ー
ザ
ー
法
に
よ
る
生
体
活
性
ナ
ノ
表
面
・
粒
子
の
創
製

呼
気
で
疾
患
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
ガ
ス
セ
ン
サ

環
境
に
優
し
い
ポ
リ
マ
ー
/
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
複
合
ナ
ノ
粒
子

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
多
孔
体
等
の
表
面
高
機
能
化

結
晶
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
精
密
制
御
す
る
ナ
ノ
ク
リ
ス
タ
ル
技
術

高
効
率
で
発
光
す
る
波
長
変
換
が
可
能
な
ガ
ラ
ス

流
体
デ
バ
イ
ス
の
現
象
把
握
と
設
計
条
件
の
最
適
化

室
内
製
品
の
化
学
物
質
の
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル 

I
C
E
T

ナ
ノ
材
料
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
リ
ス
ク
評
価
技
術

ナ
ノ
材
料
の
吸
入
毒
性
の
評
価
方
法
：
気
管
内
投
与
試
験

ナ
ノ
炭
素
材
料
の
排
出
暴
露
評
価
：
自
主
安
全
管
理
を
支
援

生
物
付
着
に
よ
る
物
質
表
面
の
汚
れ
を
可
視
化
す
る

途
上
国
向
け
飲
料
水
浄
化
用
ソ
ー
ラ
ー
リ
ア
ク
タ
ー

水
の
安
全
性
確
保
に
貢
献
す
る
水
質
の
迅
速
簡
便
な
計
測
技
術

41 68 76 85 64 81 84 91 92 99 109 110 111 112 48 113 114
※

〇 ◎
〇 〇 ※ ※ ※

※ 〇
〇 ◎

〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇
◎ ◎ 〇

〇
◎

〇 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎最も応用に適した技術　○応用に適した技術　※関連する技術



領域 エネルギー・
環境領域 計量標準総合センター

地質
情報
基盤
Cユニット

先
進
パ
ワ
ー
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
R
C

工
学
計
測
標
準
R
I

物
理
計
測
標
準
R
I

物
質
計
測
標
準
R
I

分
析
計
測
標
準
R
I

タ
イ
ト
ル

SiC

デ
バ
イ
ス
性
能
を
発
揮
す
る
パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル

呼
吸
を
模
擬
可
能
な
流
量
計
測
制
御
技
術

電
磁
力
に
よ
る
精
密
微
小
ト
ル
ク
標
準

3
D
ス
キ
ャ
ナ
で
評
価
す
る
3
D
プ
リ
ン
タ
の
精
度

紫
外
・
可
視
域
に
わ
た
る
L
E
D
・
有
機
E
L
用
光
計
測
技
術

日
常
検
査
法
評
価
の
た
め
の
生
体
成
分
高
精
度
分
析
法

一
つ
の
基
準
物
質
だ
け
で
多
成
分
を
正
確
に
同
時
定
量

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
光
学
機
器
へ
の
応
用

高
効
率
超
音
波
洗
浄
に
資
す
る
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
発
生
量
計
測

先
端
計
測
分
析
技
術
に
よ
る
材
料
評
価

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
薄
く
数
ミ
ク
ロ
ン
精
度
の
平
面
に
す
る
技
術

ページ番号 65 50 58 102 59 46 47 78 56 103 97

製
品
に
応
用
で
き
る
技
術

診断機器 ※ ※
検査機器 ※

手術・治療機器 ※ ※
再生医療
介護・福祉 ※

ヘルスケア（健康・予防）
材　料 〇

ウエアラブル・IoT・素子 ◎
セキュリテ技術

ニ
ー
ズ
探
索
か
ら
上
市
に
至
る

過
程
で
応
用
で
き
る
技
術

ニーズ
探索

ビッグデータ・AI
センシング

設計・シミュレーション
評価 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

製造
加工・組立 ◎ ◎
自動化

品質
標　準 〇 ◎ ※ ◎ 〇 ◎
製品検査

産総研技術の領域別分類マトリックス表

◎最も応用に適した技術　○応用に適した技術　※関連する技術
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 1.  医療機器開発支援ネットワーク 

 
 
 
 ・医療機器開発支援ネットワークについて 

・医療機器開発支援ネットワークにおける 
産総研の役割 
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A－3



A－4

 

URL： https://www.med-device.jp/ 

医療機器開発支援ネットワーク  事務局サポート機関 

東京都千代田区永田町2-10-3 
三菱総合研究所内（AMEDより委託） 
 

TEL: 03-6705-6181 
E-mail： kikinet@mri.co.jp 

お問い合わせ窓口 
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2. 産総研の医療機器等関連の技術紹介 
 

 

AI・ロボット・人間 

バイオテクノロジー 

力・超音波・光 

デバイス・ナノテクノロジー・材料

製造・加工・計測・評価

リスク評価・環境
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カタログ収載の技術について

【選定方針】

　このカタログは、産総研が配布した研究カタログ等に収録されたトピックの中から、医療機器等の

研究開発・製品化に資する技術を以下の方針で選定しました。

・ 医療機器・ヘルスケア機器、関連するサービスの製品開発を企画する企業、特に新規参入企業が導

入することで独自性や優位性を発揮できると思われる技術を選定しました。

・ 製品開発の企業がやるよりも専業企業に相談した方が良いと思われる技術、専業企業がサービスを

提供しておりそれらを利用した方が効率的と思われる技術については選定しませんでした（例：汎

用部材供給、半導体製造、細胞毒性評価）。

・ また、技術移転先が限定されると思われる技術も選定しませんでした。

・ 上記の選定条件に合わない技術でも、将来的に有望と思われる分野の技術を幾つか選定しました。

【出典】

　このカタログに収録した技術は、以下の公開出版物から選定しました。

・「産総研テクノブリッジフェア2017」リーフレット

・産総研「研究カタログ2017」

【技術一覧表】

　このカタログでは、技術分野別に、相互に関連する技術が隣接するように配列しています。そのほ

かに、技術の検索を助ける一覧表を作成しました。一覧表は以下の様に分類されています。

A） 製品に利用できる技術

 医療機器・ヘルスケア機器製品やサービスに直接使われる技術。

B） 製品実現の過程で利用できる技術

  そのまま医療機器・ヘルスケア機器に使われないが、そういった製品の実現に有用な技術。製品

化の過程に沿ってニーズ探索～評価～製造～品質管理までの製品化プロセスに分類しました。

　それぞれの分類は以下の方針で行いました。

A） 製品に利用できる技術

・ 診断機器： 人体に適用して計測等を行う技術を選びました。簡便な計測が期待できる技術はヘルス

ケア等に分類しています。

・検査機器： 人体に直接適用しない技術を選びました。体外診断薬やバイオマーカ等も含みます。

・ 手術・治療機器： 疾病等の手術、治療に用いる技術を選びました。ただし、リハビリテーションで

用いる理学療法機器に用いる技術は、介護・福祉に分類しました。

・再生医療：再生医療等製品とその製造工程に直接用いる技術を含みます。

・介護・福祉：主に訓練を受けた専門家の指導の下に使われることを想定しています。

・ ヘルスケア： 健康関連技術と、居住・労働環境技術を含めています。専ら一般の方が自主判断で用
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いることを想定しています。

・ 材料： 医療機器、介護・福祉機器、再生医療等製品への応用を想定した材料技術や院内で扱う物質、

これらの改質や安全関連の技術を選びました。

・ ウエアラブル・IoT・素子： ウエアラブルデバイス、IoT及びこれらに関連するデバイス、電源技

術などの技術を選びました。

・ セキュリティ技術： IoT機器のサイバーセキュリティ、ハードウェアの偽造防止ほか、ハードウェ

アの関係する広義のセキュリティ技術を選びました。

B） 製品実現の過程で利用できる技術

・ニーズ探索： 製品の企画段階でニーズの顕在化や定量化が必要な場合があり、新たな調査と解析を

要することがあります。その様な技術を選びました。

　　－ ビッグデータ・AI： 機械学習、ビッグデータによるニーズ探索を想定して、データマイニング、

データベース、サイバーセキュリティなどに関連する技術を選びました。 

　　－ センシング： ニーズ探索段階での計測やモニタリング、データ収集を想定して、多数のデー

タを低コスト、迅速、或いは少ない手間で簡便に現場にて集めることができる

センシング技術を選びました。ポイントオブケア、災害時、現場での計測にも

応用可能と考えられます。

・設計・シミュレーション： 設計段階で利用可能な技術として、各種のデータベース、基準、設計支

援ツール、シミュレーションツールを選びました。シミュレーションは

in silico評価（動物実験やヒト臨床試験（治験）の補完を含む）にも応

用可能と考えられます。

・評価： 薬機法審査で求められる、機器の仕様設定の根拠、性能・安全性を示す資料の作成に有用な

技術を選びました。計測技術の場合は、基準性や信頼性の高い計測方法、あるいは他の方法

では計測できないと言った特徴を持つ技術を選びました。これらの技術は、仕様検討段階で

のデザインレビューやリスクアセスメントにも有用と考えられます。

・製造： 製造段階で活用できる、加工・組立技術、製造の自動化技術を選びました。ただし、医薬品

製造を含む化学プロセスに関する技術は除外しています。

・品質： 製品の品質維持のための技術として、標準物質、トレーサビリティや製品検査に関する技術

を選びました。

おことわり
・掲載されているカタログデータは、産総研テクノブリッジ等で公開された当時の内容となっています。
・ 技術の更なる進歩、担当者の異動、あるいは技術に独占実施権が設定されて他社が使用不可能になっている等
の変化が生じている可能性があります。


